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なぜ、恋する豚研究所?	 
 

飯田	 大輔	 さん（株式会社恋する豚研究所	 代表取締役）	 

 

 

プロフィール	 

1978年、千葉県生まれ。2000年、東京農業大学農

学部卒業。2001 年、日本社会事業学校研究科修了。

同年、社会福祉法人福祉楽団設立。2012 年株式会社

恋する豚研究所設立。2013 年、千葉大学大学院人文

社会科学研究科博士前期課程公共哲学専攻修了。特別

養護老人ホームの相談員や施設長を経て、現在、社会

福祉法人福祉楽団常

務理事、株式会社恋

する豚研究所代表取

締役。介護福祉士、

社会福祉士、精神保

健福祉士。 

	 

	 

恋する豚研究所について	 

2012 年に千葉県香取市で事業を開始しました。社

会福祉法人福祉楽団が運営する就労継続支援 A 型事

業所です。建物の１階は、ハムやソーセージを製造す

る工場、２階はオフィスのほか、「しゃぶしゃぶ定食」

などが食べられる食堂があります。2015年 12月時点

で、障害者雇用は知的障害、精神障害、身体障害など

さまざまで、22 名が働いており、彼らの月給は平均

約7万8千円となっています。12月だけを見ますと、

月給 9 万円以上の障がいのある職員が 5 名います。

仕事の内容は、精肉のスライス、ハムやソーセージの

パッキング、ラベル貼り、出荷、食堂での接客、ドア

マン、洗浄、清掃など多岐にわたります。ほとんどの

人が１つに限らず、さまざまな仕事を担っています。

月給 10万円を目指しています。 

建物には「福祉事業所」といった看板を掲げていな

いため、食事や買い物に来られるお客様は「福祉」を

意識することはありません。 

また、製造した商品を販売する会社として「株式会

社恋する豚研究所」をつくったことで、「株式会社」

の名刺で営業に行けるほか、商品パッケージに「福祉」

という言葉がなくなりました。百貨店や高級スーパー

との取引は増えてきており、安定した黒字までもうち

ょっと努力が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 
©KOISURU-BUTA LAB. ©KOISURU-BUTA LAB. 
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1 
栗源第一薪炭供給所（１Ｋ）について	 

2016 年度からはじめる林業を行う事業所です。

恋する豚研究所の周辺の森林は近年、手入れがされ

ず荒廃しているところが目立つようになりました。

高齢化や木材価格の低迷でさらに拍車がかかって

います。このような森林に入り、間伐を行い、良い

材（Ａ材）は材木や家具作りに使い、劣る材（Ｃ材）

は燃料として活用しようとする事業です。燃料が調

達できて、仕事も生まれ、そして山もきれいになり

ます。「間伐→材の運搬→燃料又は家具づくり」の

一連の仕事を、障害者を含めたチームで行います。

2014年～2015年に各地に林業の研修を実施し、作

業を分解し、どの作業でどのように働けるかの検証

を実施しています。（図は、作業の分解図）ここで

行う林業のモデルは「自伐型」と呼ばれる小規模林

業で、これまでの「皆伐型」と呼ばれる大規模林業

とは異なり、３トンの小型ユンボと、軽トラックが

あれば始められます。地域密着で環境保全にもつな

がり、福祉事業としても成立する道筋が見えました。

国土の７割が森林の日本で、非常に有効な資源であ

り可能性を秘めています。 

また、Ｃ材を燃やす薪ボイラは燃焼効率のよい最

新のものが開発されており、福祉楽団では新しい福

祉施設に薪ボイラの導入をすすめています。そうす

ることで、薪燃料の供給側と消費側の両方がととの

っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

©Fukushi-Gakudan 

©Fukushi-Gakudan 
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